
 平成29年夏季 建設業「安全の見える化」推進重点期間    
 

  
 

平成2９年７月８日から 
    平成2９年８月３１日まで 

 「 安 全 の 見 え る 化 」 と は 日 頃 取 り 組 ん で い る 安 全活 動 や職 場 に ひ そ む危 険 な ど を 目 に 見 え る 形 に し て 、 効 果的 に 災 害 防止 を
推 進 す る 取 組 で す 。 「 見 え る 化 」 す る こ と に よ り 、 労 働 者 の 安全 意 識が 高 ま り 、 安 全 活動 の活 性 化 の 効果 が 期待 で き ま す 。  

（階段からの転落防止）  段差の見える化  （転倒災害防止） 

神奈川労働局・各労働基準監督署  

安全通路の見える化 （安全通路の確保・明示） 立入禁止区域の見える化 

現場作業状況の見える化 

関係者以外の立入禁止を大
型 表 示 し 、 立 入 禁 止 理 由 が
型枠支保工の解体作業中で
ある こ と も明示している 。  

通路はカ ラ ー コ ー ン 、 コ ー ン バーで区分す る だけでな く 、
通 路 床部分 に 緑 色 の マ ッ ト を 設 置 し 、 作 業 通路 で あ る
こ と を明示している 。マ ッ ト は滑 り止めの役割もある 。  

タ ワ ー ク レ ー ン ジ ブ に 設 置
し た カ メ ラ か ら 、 現 場 内 の
作 業 状 況 を リ ア ル タ イ ム で
モ ニ タ ー し て い る 。 （ カ メ ラ
は方向転換 、ズーム可能 ）  

フ ッ ク に 赤 色 の 蛍
光 マ ー カ ー で 着 色
し 、 安 全 帯 の 使 用
状 況 が 職 長 等 か ら
見やす く している 。  

「 こ こ で は 必 ず  安 全 帯 を 使 用
せ よ 」 の 表 示 に よ り 、 安 全 帯 の
使用範囲を明確化している 。  

作 業 者 に 対 し て 、 安 全 帯 の 使
用を徹底している 。  

床 面 と 階 段 の 段 差 に つ い
て 壁 側 面 に 注 意 喚 起 の 表
示 を し 、 ま た 、 最上 段端部
に 蛍光色の ラ イ ン を 引 き 、
分か りやす く している 。  

通路段差手前を通過時に音
声で段差を知らせ 、 ま た 、段
差 箇 所 に ト ラ 縞 の テ ー プ を
貼 り 、分か りやす く している 。  

安全帯使用の見える化 （墜落・転落災害防止） 

立入禁止の見える化 （クレーン災害・飛来落下災害防止） 

「荷の下に入るな」の表示 

移 動 式 ク レ ー ン の ジ ブ の 下 側
へ の 立 ち 入 り を 禁 止 す る 表 示
（つ り荷 と作業者の接触防止 ）  

熱中症予防対策の見える化 

作業場所 と 休
憩場所を緑色
ネ ッ ト で 区 分 。  

赤 色 の テ ン ト
で日陰の休憩
場所を確保 。  


